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2020年 2月 26日 

中部電力株式会社 

 

「放射線業務従事者線量等報告書（平成 29年度分及び平成 30年度分）」 

における一部記載誤りについて 

 

 当社が本浜岡発第 425 号にて報告した「放射線業務従事者線量等報告書（平

成 29 年度分）」及び本浜岡発第 420 号にて報告した「放射線業務従事者線量等

報告書（平成 30年度分）」（以下，両方の報告書を指す場合は「両報告書」とい

い，片方の報告書を指す場合は「報告書（平成 29 年度分）」もしくは「報告書

（平成 30年度分）」という。）の記載の一部に誤りがあることを確認した。 

 

1 本件を発見した経緯 

（１）配管誤接続によるトリチウムの過少算出 

2020年 1月 28日，1号機のトリチウム回収装置の点検のため，可搬型トリチ

ウム回収装置を接続する際，1号機のトリチウム回収装置の出入口配管が逆に接

続されていることを確認した。また，同時期に施工した 2 号機のトリチウム回

収装置についても調査した結果，同様に出入口配管が逆に接続されていること

を確認した（誤った配管構成は，当該トリチウム回収装置の運用を開始した 2018

年 2 月 20 日から継続していた）。このため，トリチウム回収装置にて採取して

いた主排気ダクトからのサンプルガスに含まれるトリチウムを少なく採取して

いる可能性があり，両報告書の内，「放射性気体廃棄物の放出量」の「3H」は，

トリチウム回収装置で採取したトリチウムから算出しているため，算出し直す

必要があることを確認した。 

 

（２）データの集計誤り 

配管誤接続によるトリチウムの過少算出を受け，両報告書への影響範囲を確

認したところ，「3H」算出のために作成している 2018 年 3 月分の集計表の内，

2018 年 2 月分の 1 号機,3 号機,4 号機,5 号機及び原子炉施設合計に誤った値が

入力されており，報告書（平成 29年度分）を修正する必要があることを確認し

た。 

 

2 記載誤りの内容 

両報告書の「Ⅱ．廃棄物関係，1.放射性気体廃棄物の放出量」に記載の数値の

内，「3H」の値の補正及び修正が必要な範囲は以下のとおりであることを確認し

た。 
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（１）補正（配管誤接続によるトリチウムの過少算出） 

   両報告書に記載の「1号機排気口」,「2号機排気口」及び「原子炉施設

合計」の「3H」の値。 

 

（２）修正（データの集計誤り） 

   報告書（平成 29年度分）に記載の「1号機排気口」,「3号機,廃棄物減

容処理装置建屋共用排気筒」,「4号機排気筒」,「5号機排気筒」及び「原

子炉施設合計」の「3H」の値。 

 

3 原因 

（１）配管誤接続によるトリチウムの過少算出 

【原因】 

1 号機及び 2 号機のトリチウム回収装置は，本来，主排気ダクトの下流

側配管から吸気し，当該装置を経由して主排気ダクトの上流側へ排気する

ことにより，主排気ダクト中の排気ガスのトリチウムをサンプリングする

構成である。しかし，トリチウム回収装置の出入口配管を逆に接続してし

まったため，トリチウム回収装置を経由して脱湿された排気ガスの一部を

吸気し，再度トリチウム回収装置に入る配管構成になっており，トリチウ

ムを過少採取した。 

（添付資料１） 

【要因】 

メーカ及び当社の担当者に聞き取りを実施した結果，配管誤接続が発生

した要因を以下のとおり特定した。 

（要因）図面間の不整合 

1,2 号機の排気の排出先を 1,2 号機共用排気筒から 1,2 号機各排気口へ

の切り替えに伴い，トリチウム回収装置を新設した。これにあたり，当社

はトリチウム回収装置製作メーカ（以下，「装置製作メーカ」という。）に

対して系統の設計，装置の据付等のトリチウム回収装置設置業務一式を発

注した。また，装置製作メーカは，配管設計，配管施工及び装置据付を施

工会社に発注した。 

装置製作メーカは，装置の外形図を作成する際,誤って装置の出入口配

管を逆に記載した。その後、装置製作メーカは当該図面について,誤記修

正等を行い改訂したが，施工会社に，その改訂内容を正確に伝達していな

かった。このため，施工会社は，出入口配管が誤っている装置の外形図を

もとに,配管施工図及び配管配置図を作成し,配管の据付を実施した。また,

当社は装置の外形図と配管施工図の確認において,不整合に気付くことが
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できなかった。 

なお，1，2号機のトリチウム回収装置の配管は正しい構成に復旧済みで

ある。また，2018 年 2 月 20 日以前については，解体撤去前の写真，機器

配置図，機器外形図による調査の結果，トリチウム回収装置が正しい配管

構成であることを確認した。 

 

（２）データの集計誤り 

【原因】 

「3H」算出のために作成している集計表の内，2018年 2月分の 1号機,3

号機,4号機,5号機及び原子炉施設合計に誤った値が入力されていた。 

【要因】 

当時の担当者への聞き取り及びデータの確認により，データの集計誤り

が発生した要因を以下のとおり推定した。 

2018 年 2 月 20 日に，1,2 号機の排気の排出先を 1,2 号機共用排気筒か

ら 1,2号機各排気口へ切り替えた。これに伴い，報告書（平成 29年度分）

を作成するために毎月作成していた集計表に用いる測定値を保存してい

たデータベースには，排気筒風量が 2月 2週目までの共用排気筒時代のデ

ータしか含まれていなかったことから，2018 年 3 月度の集計表作成時に

は，共用排気筒時代のデータに加え，排気口切り替え後のデータベース（以

下，「新データベース」という。）から 2月 2週目から 2月末までの排気口

風量を加えたトリチウムの放出量（放射能濃度×排気口風量）を集計表へ

手入力する必要があった。しかし，2018 年 3 月度の集計表を作成する際，

2018年 2月分について，手入力を失念してしまった。 

このため，3,4,5号機については，2018年 2月 2週目から 2月末までの

トリチウムの放出量を正確に算出できなかった。また，1 号機についても

2018 年 2 月 2 週目から 2 月末までのトリチウムの放出量（放射能濃度×

排気口風量）を正確に算出できなかったことに加え，一時的な不具合によ

り放出量を正確に算出できなかったと推定している。なお，2 号機につい

ては，共用排気筒から 1,2号機各排気口への切り替えに伴い集計表へデー

タ入力欄を新たに追加した際，2018 年 2 月分の値を新データベースから

入力したため，正しい値が入力された。 

なお，データの信頼性向上を目的に 2019 年 4 月より運用を開始してい

るシステムでは，システムへのデータ入力以降，算出，算出結果の格納及

び集計表へのデータ反映が一連で自動的に処理され，集計表作成にあたり

担当者が手入力することがなく，正しい値が出力される仕組みとなってい

る。また，排気口切替作業のようにシステム内での算出過程に変更の必要
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が発生した際は，システム見直し時にシステムの検証を行うこととしてお

り，現時点では，同事象が生じないことを確認している。 

 

（添付資料２） 

 

4 補正及び修正 

（１）配管誤接続によるトリチウムの過少算出に対する補正 

主排気ダクトからのサンプルガスとトリチウム回収装置から排出され

るサンプルガス各々の流量はそれぞれ 57L/min，3L/minである。 

このため，トリチウム回収装置に流入するガス流量（3L/min）の内，主

排気ダクトから流入するサンプルガス流量は 2.85L/min（≒3×57/(57+3))

となることから，1.053（≒3/2.85）を補正係数として，トリチウム放出量

（報告値）を算出し直した。 

（添付資料３） 

（２）データの集計誤りの修正 

手入力を失念し誤った値を新データベースの値に修正した。 

なお，データベースの値は，入力した値と現場のチェックシート、測定

結果に相違がないことを入力者以外のものが確認しており，値の妥当性は

確保されている。 

（添付資料４） 

 

（３）補正及び修正結果 

配管の誤接続があった 1,2号機は，（２）で修正した値に（１）の補正係

数を乗じて，トリチウム放出量を補正した。結果を表-1及び表-2に示す。 

なお，上記補正及び修正を行った排気中のトリチウムの 3ヶ月平均濃度

は，最大で 4 号機の 5.1×10-6 Bq/cm3であり，法令に定める周辺監視区域

外における空気中の濃度限度（3.0×10-3 Bq/cm3）を満足していることを確

認した。（参考：1号機は 8.3×10-7 Bq/cm3，2号機は 1.4×10-6 Bq/cm3） 

（添付資料５）         
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表-1 放射性気体廃棄物の放出量（2017 年度分）  （単位：Bq） 

 報告値（誤） 補正及び修正後の値 

全希ガス 131I 
全粒子

状物質 
3H 全希ガス 131I 

全粒子

状物質 
3H 

原子炉施設合計 ND ND ND 8.4×1010 ND ND ND 8.7×1010 

排
気
筒
別
内
訳 

1,2号機 

共用排気筒 
- - ND 5.7×109 - - ND 5.7×109 

1号機排気口 - - ND 5.1×108 - - ND 3.7×108 

2号機排気口 - - ND 6.1×108 - - ND 6.4×108 

3号機，廃棄物

減容処理装置建

屋共用排気筒 

ND ND ND 4.5×1010 ND ND ND 4.7×1010 

4号機排気筒 ND ND ND 3.1×1010 ND ND ND 3.2×1010 

5号機排気筒 ND ND ND 1.1×109 ND ND ND 1.2×109 

その他排気筒 - ND ND - - ND ND - 

放出管理目標値 3.6×1015 1.1×1011 3.7×108 - 3.6×1015 1.1×1011 3.7×108 - 

（下線部は補正及び修正後の値） 

 

        

表-2 放射性気体廃棄物の放出量（2018 年度分）  （単位：Bq） 

 報告値（誤） 補正後の値 

全希ガス 131I 
全粒子
状物質 

3H 全希ガス 131I 
全粒子
状物質 

3H 

原子炉施設合計 ND ND ND 8.7×1010 ND ND ND 8.8×1010 

排
気
筒
別
内
訳 

1号機排気口 - - ND 2.6×109 - - ND 2.8×109 

2号機排気口 - - ND 7.1×109 - - ND 7.5×109 

3号機，廃棄物

減容処理装置建

屋共用排気筒 

ND ND ND 4.6×1010 ND ND ND 4.6×1010 

4号機排気筒 ND ND ND 3.0×1010 ND ND ND 3.0×1010 

5号機排気筒 ND ND ND 1.7×109 ND ND ND 1.7×109 

その他排気筒 - ND ND - - ND ND - 

放出管理目標値 3.6×1015 1.1×1011 3.7×108 - 3.6×1015 1.1×1011 3.7×108 - 

（下線部は補正後の値） 

 

5 その他の計測装置に与える影響 

トリチウム回収装置の出入口配管を逆に接続したため，トリチウム回収装置

と並列に設置されているダストモニタについても，ダストモニタを経由してダ

ストが捕集された排気ガスの一部を吸気し，再度ダストモニタに入る配管構成

になっていた。このため，配管誤接続による影響を以下のとおり評価した。 
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（１）全粒子状物質の放出量算出への影響 

【ガンマ核種の測定】 

ガンマ核種の放射能濃度測定時には，排気口ダストモニタ（A）（B）それ

ぞれのろ紙 2枚をまとめて測定しているため，排気口ダストモニタに通気

されるサンプルガス流量は各ダストモニタの流量（60L/min）を合算し，

120L/minとなる。このため，両ダストモニタに通気するサンプルガス流量

の内，主排気ダクトから流入するサンプルガス流量は 117L/min(＝120－3)

となることから，1.026（≒120/117）を補正係数として，全粒子状物質の

放出量を評価した。 

評価結果は全て検出限界値未満であり，報告値の補正は必要ないことを

確認した。 

 

【全アルファ，全ベータ，ストロンチウムの測定】 

全アルファ，全ベータ及びストロンチウムの放射能濃度測定時には，排

気口ダストモニタ（A）（B）のろ紙の内，通気量の多いろ紙 1枚を測定して

いるため，各ダストモニタに通気するサンプルガス流量（60L/min）の内，

主排気ダクトから流入するサンプルガス流量は 57L/min（＝60-3）となる

ことから，1.053（≒60/57）を補正係数として，全粒子状物質の放出量を

評価した。 

評価結果は全て検出限界値未満であり，報告値の補正は必要ないことを

確認した。 

 

（２）ダストモニタの監視機能 

バックグランド値の倍数に設定しているダストモニタの警報設定値は，

1号機が 8.0cps，2号機が 7.5cpsであり，保安規定で定める放出管理目標

値に相当する値(1 号機：325cps，2 号機：295cps)に対して十分に低い値

としている。このため，前述の放射能濃度の過少算出の影響はなく，監視

機能を果たしていたことを確認した。 

（添付資料６） 

 

6 添付資料一覧 

添付資料１ 「トリチウム回収装置の配管誤接続」の状況 

添付資料２ 「データの集計誤り」の状況 

添付資料３ 「トリチウム回収装置の配管誤接続」の補正 

添付資料４ 「データの集計誤り」の修正 

添付資料５ 補正値の算出過程 
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添付資料６ その他の計測装置に与える影響 

 

  以 上 



添
付
資
料
１
（１
／
２
） 

１号機 

誤った配管構成の現場写真 

ﾄﾘﾁｳﾑ回収装置 
  排気口ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀA 

吸気 

排気 

主排気ﾀﾞｸﾄ 

  排気口ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀB 

Ｐ Ｐ Ｐ 

ﾄﾘﾁｳﾑ回収装置
出口 

ﾄﾘﾁｳﾑ回収装置
入口 

主排気ダクトへの排気 

主排気ダクトから吸気 

ろ紙 

誤った配管構成は，当該トリチウム回収
装置の運用を開始した2018年2月20日

から継続していることを確認した。なお，
2018年2月20日以前については，解体撤

去前の写真による調査の結果，トリチウ
ム回収装置が正しい配管構成となってい
ることを確認した。 

配管計装線図 

ﾄﾘﾁｳﾑ回収装置 
  排気口ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀA 

吸気 

排気 

主排気ﾀﾞｸﾄ 

  排気口ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀB 

Ｐ 

Ｐ Ｐ 

誤った配管構成 

流量計 

流量計 流量計 

流量計 流量計 流量計 

「トリチウム回収装置の配管誤接続」の状況 



２号機 

ﾄﾘﾁｳﾑ回収装置 

吸気 

排気 

主排気ﾀﾞｸﾄ 

  排気口ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀB   排気口ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀA 

Ｐ Ｐ Ｐ 

ろ紙 

ﾄﾘﾁｳﾑ回収装置 

吸気 

排気 

主排気ﾀﾞｸﾄ 

  排気口ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀB   排気口ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀA 

Ｐ Ｐ 

Ｐ 

ﾄﾘﾁｳﾑ回収装置
出口 

ﾄﾘﾁｳﾑ回収装置
入口 

主排気ダクトへの排気 

主排気ダクトから吸気 
誤った配管構成 

添
付
資
料
１
（２
／
２
） 

誤った配管構成は，当該トリチウム回収
装置の運用を開始した2018年2月20日

から継続していることを確認した。なお，
2018年2月20日以前については，解体撤

去前の写真による調査の結果，トリチウ
ム回収装置が正しい配管構成となってい
ることを確認した。 

配管計装線図 

誤った配管構成の現場写真 

流量計 流量計 流量計 

流量計 

流量計 流量計 

「トリチウム回収装置の配管誤接続」の状況 



データ集計誤りの発生フロー（１・２号共用排気筒→１号及び２号排気口切替対応）

データの集計誤り発生時の報告書作成フロー

トリチウム測定結果 ダストよう素測定結果 

ダスト・よう素測定結果報告書 

排気筒風量 

【リンク】 

トリチウム放射能測定結果 

 ダスト・よう素放射能 

報告書作成用 

Excel 

委託先がExcel（データベース）に直接手入力※ 

 トリチウム放射能 

報告書作成用 

データベース 

【関数計算】 

Excel 

印刷 

データベース 

トリチウム放射能量 

【リンク】  放射性気体廃棄物管理月報 

作成用 
 
 
 

Excel 

年間トリチウム放射能量集計 

【関数計算】 

印刷 印刷 

【関数計算】 

放射性気体廃棄物月報 

トリチウム放出量集計表 

（年度） 

 ２０１８年２月分作成時 

放射性気体廃棄物管理月報 

作成用 
 
 
 

Excel 

仮ファイル① 

  

トリチウム放射能 

報告書作成用 

Excel 

 

 ダスト・よう素放射能 

報告書作成用 

Excel 
トリチウム放射能量（2018年2月分） 

【手入力】 

トリチウム放射能量（2017年4月～2018年1月分） 

【リンク】 

トリチウム放出量集計表 

（年度） 

印刷 

排気口切替え対応済 

旧ファイル 

「3Ｈ」算出のために集計したデータ 

  

トリチウム放射能 

報告書作成用 

Excel 

 

 ダスト・よう素放射能 

報告書作成用 

Excel 

 ２０１８年３月分作成時 （２０１８年２月データに誤りあり） 

放射性気体廃棄物管理月報 

作成用 
 
 
 

Excel 

仮ファイル② 

  

トリチウム放射能 

報告書作成用 

Excel 

 

 ダスト・よう素放射能 

報告書作成用 

Excel 

トリチウム放射能量（2018年3月分） 

【手入力】 

トリチウム放射能量（2017年4月～2018年2月分） 

【リンク】 

トリチウム放出量集計表 

（年度） 

印刷 

排気口切替え対応済 

旧ファイル 

  

トリチウム放射能 

報告書作成用 

Excel 

 

 ダスト・よう素放射能 

報告書作成用 

Excel 

※手入力されたデータベースの値に間違いがないことを、中部電力が 

    ダブルチェックにより確認を行っている。 

（ 正 ） 

（ 誤 ） 

【手入力】 

【手入力】 

【リンク】 

【リンク】 

共用排気筒時データ 

～2018年2月2週まで 
 

共用排気筒時データ 

 ＋1,2号排気口データ 

共用排気筒時データ 

 ＋1,2号排気口データ 

共用排気筒時データ 

（2018年2月2週まで） 

「3号機」「4号機」「5号機」については，旧ファイルに2018年

2月2週目までの排気筒風量しか登録されていなかったた

め、2月2週目から2月末までの放出量（放射能濃度×排気

筒風量）を正確に算出できなかった。 

「1号機」についても同様に，2月2週目から2月末までの放

出量を正確に算出できなかったことに加え，一時的な不具

合により，放出量を正確に算出できなかったと推定してい

る。 

なお，「2号機」については集計表にデータ入力欄を追加し

た際，排気口切替え対応済みのデータベースを参照する

添
付
資
料
２
（
１
／

２
） 

「データの集計誤り」の状況 



２０１９年４月からの報告書作成フロー

放射性気体廃棄物月報 

 2019年4月1日以降 

  

トリチウム放射能 

報告書作成用 

 

 ダスト・よう素放射能 

報告書作成用 

トリチウム放出量集計表 

（年度） 

 

放射性気体廃棄物管理 

月報作成用 
 
 
 

Excel 

データベース 

計算値出力 

（確定値） 

月報確定後、編集不可 

 2019年3月31日以前 

  

トリチウム放射能 

報告書作成用 

 

 ダスト・よう素放射能 

報告書作成用 

担当者が作成したリンクにより，

データベースの値を呼び込む 

 

放射性気体廃棄物管理 

月報確認画面 
 
 
 

印刷 

添
付
資
料
２
（２
／
２
） 

データベース 

Excel 

Excel 

計算値格納 

（確定値） 

処理用ファイル 

印刷 

測
定
結
果

 

入力 

入力 

測
定
結
果

 

放射性気体廃棄物月報 

トリチウム放出量集計表 

（年度） 

「データの集計誤り」の状況 



 トリチウム回収装置に供給されるガスには，トリチウム回収装置から排出されたガスが含まれ，その量は主排気ダクトからのガス量とトリチウム回収
装置から排出されるガス量の流量比より2.85L/min（3L/min×57/60）となる。 これより配管誤接続の補正係数を1.053（ 3/2.85＝1.052631≒1.053 ）と
して，トリチウム回収装置に供給される正味排ガス流量の補正を行い，トリチウム放出量を見直した。2号機についても同値を使用して，トリチウム放
出量を見直した。 

 上記の他，誤った接続によりトリチウム回収量に影響を与える事象を評価した結果は下表のとおりであり，何れもその影響度合いは小さいことを確
認した。 
  

添
付
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１号機 

事象 評価 影響 

 

ダストモニタのラインで湿分が除去され，トリチウム回収装置で回
収される水が少なくなる。 

    ダストモニタのラインで湿分が除去される機器はない。  無 

 

ダストモニタやトリチウム回収装置のラインでインリークすることに
より，室内空気が吸引され系統内のサンプルガス割合が変動す
る（補正係数への影響）。 

    
ラインの配管については，設置時に検査等を実施しており，リーク量は極めて少量である
ことを確認している。また，ダストモニタ，トリチウム回収装置の吸引ポンプは，電磁駆
動ポンプであり，インリーク量は極めて少量であり，影響は軽微である。 

 小 

 

ダストモニタのろ紙交換時に室内外気を取り込む可能性があ
り，トリチウム回収装置で回収される水が変動する。 

  

ダストモニタろ紙交換頻度は1回／週であり，その際に最大で約3.2L（1.6L×2台）程度のサンプル
ガスと室内外気が入れ替わる可能性があるが，ダストモニタのサンプルガス吸引量は約
600,000L/週，トリチウム回収装置のサンプルガス吸引量は，約130,000L/月であり，影響は極めて
軽微である。 

 小 

ポンプ流量：60L/min 

60L/min 57L/min 3L/min 

3L/min 60L/min 57L/min 

 主排気ダクトからのサンプルガス 

ポンプ流量：60L/min 

ポンプ流量： 
3L/min 

 「トリチウム回収装置の配管誤接続」の補正 

ﾄﾘﾁｳﾑ回収装置 
  排気口ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀA 

吸気 

排気 

主排気ﾀﾞｸﾄ 

  排気口ﾀﾞｽﾄﾓﾆﾀB 

Ｐ 

流量計 

Ｐ Ｐ 

流量計 流量計 
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「データの集計誤り」の修正 

  

2018 年 2月分の集計表のうち，1号機，3 号機，4号機，5号機及び原子炉

施設合計のトリチウム放出量が誤っていることを確認した。このため以下のと

おり，データベースの値に修正した。 

 

表 1 2018年 2月分放出量 誤った集計表とデータベースの値 

                                             （単位：Bq） 

号機 誤った集計表 データベースの値(修正値) 

原子炉 

施設合計 

2.9951E+09 5.9898E+09 

1号機排気口 2.1117E+08 5.0378E+07 

2号機排気口 8.2585E+07 8.2585E+07 

3号機、廃棄物 

減容処理装置建屋 

共用排気筒 

1.6538E+09 3.4982E+09 

4号機排気筒 1.0019E+09 2.2557E+09 

5号機排気筒 4.5641E+07 1.0296E+08 

 

2018年 2月分の集計表を修正したことにより，2017年度年間放出量は以下

のとおりになる 

 

表 2 2017年度年間放出量 誤った集計表とデータベースの値 

（単位：Bq） 

号機 誤った集計表 データベースの値(修正値) 

原子炉 

施設合計 

8.3994E+10 8.6989E+10 

1号機排気口 5.1208E+08 3.5129E+08 

2号機排気口 6.1156E+08 6.1156E+08 

3号機、廃棄物 

減容処理装置建屋

共用排気筒 

4.4973E+10 4.6817E+10 

4号機排気筒 3.1047E+10 3.2301E+10 

5号機排気筒 1.1267E+09 1.1840E+09 
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図 1 集計表（誤） 

（赤枠：2月分誤り箇所） 

（青枠：年度分誤り箇所） 

 

誤った集計表 
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図 2 集計表（修正後） 

（赤枠：2月分修正箇所） 

（青枠：年度分修正箇所） 

 

以上 

 

 データベースから作成した値 
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補正値の算出過程 

 

2017年度及び 2018年度のデータベースの値のうち，1号機及び 2号機の

値について，主排気ダクトからのガス量とトリチウム回収装置から排出され

るガス量の流量比より設定した補正係数 1.053を乗じて下表のとおり補正

した。 

 

            表 1 補正結果 2017年度      （単位：Bq） 

号機 
データベースの値 

(添付資料４参照) 

補正値 

（×1.053） 

報告値 

(本文表-1参照) 

原子炉 

施設合計 
8.6989E+10 

8.7040E+10 

(1，2号機補正による増) 
8.7×1010 

1号機 

排気口 
3.5129E+08 3.6991E+08 3.7×108 

2号機 

排気口 
6.1156E+08 6.4397E+08 6.4×108 

3号機、廃棄物 

減容処理装置建屋 

共用排気筒 

4.6817E+10 4.6817E+10 4.7×1010 

4号機 

排気筒 
3.2301E+10 3.2301E+10 3.2×1010 

5号機 

排気筒 
1.1840E+09 1.1840E+09 1.2×109 

 

 

          表 2 補正結果 2018年度      （単位：Bq）  

号機 データベースの値 
補正値 

（×1.053） 

報告値 

(本文表-2参照) 

原子炉 

施設合計 
8.6999E+10 8.7514E+10 8.8×1010 

1号機 

排気口 
2.6314E+09 2.7708E+09 2.8×109 

2号機 

排気口 
7.0896E+09 7.4654E+09 7.5×109 
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図 1 2017年度放出量(補正値) 

 

 

補正値 
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図 2 2018年度放出量(データベースの値) 

データベースから作成した値 
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図 3 2018年度放出量(補正値) 

 

 

 

 

 

以上 

 
補正値 



１号機

２号機
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＜ガンマ核種の測定＞
排気口ダストモニタ(A)(B)それぞれのろ紙を2枚まとめ，ろ紙上
に集じんされたダストの放射能濃度を測定する。

ろ紙2枚に通気される流量＝60+60=120 L/min
主排気ダクトからのサンプルガス流量＝117 L/min

120/117=1.026を補正係数として，全粒子状物質の放出
量を評価した。
評価結果は全て検出限界値未満であった。

＜全アルファ，全ベータ，ストロンチウムの測定＞
排気口ダストモニタ(A)(B)のろ紙の内，通気量の多い1枚のろ紙
上に集じんされたダストの放射能濃度を測定する。

ろ紙に通気される流量＝60 L/min
主排気ダクトからのサンプルガス流量＝57 L/min

60/57=1.053を補正係数として，全粒子状物質の放出量
を評価した。
評価結果は全て検出限界値未満であった。
なお，左図のとおり，1,2号機の配管構成は異なり，2号
機の主排気ダクトからのサンプルガス流量が57L/minより
多くなる可能性もあるが，保守的に2号機に対し同補正値
を使用する。

その他の計測装置に与える影響
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